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調布市「オンライン健康教室（らくらくデジタル健康づくり）」に

ご参加いただいた皆様へ 

 

調布市では、産官学民が連携する調布スマートシティ協議会を昨年 6月に設立しまし

た。同協議会の幹事である調布市、国立大学法人電気通信大学およびアフラック生命保

険株式会社が共同で実施する「つながり創出による高齢者の健康推進事業～CDC（調布・

デジタル・長寿）運動」における取り組みの一つとして、高齢化が進む中でも、健康で

安心して住み続けられる地域づくり・まちづくりを住民の皆様とともに行なっていきた

いと考えております。 

その一環として、このたび、モデル地区に選定された染地 3 丁目、深大寺北町 1～7

丁目・東町 5～8 丁目にお住まいの 65 歳から 84 歳までの皆様（令和 3 年 10 月 1 日時

点。要支援・要介護認定を受けている方を除く。）を対象に、オンライン健康教室（ら

くらくデジタル健康づくり）を実施しております。 

 

この取組みの結果を用いて、電気通信大学をはじめとする９つの機関が連携して、以

下の学術的な研究を実施することとなりました。この調査の対象者に該当する可能性が

ある方で、研究への協力を希望されない場合、あるいは協力を途中でおやめになりたい

場合は 2023年 12月 31日までに末尾に記載の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

【研究課題】 

高齢者を対象としたつながり創出による健康推進プロジェクトの効果検証 

 - オンライン健康教室参加による健康指標への効果 

（電気通信大学人を対象とする研究に関する倫理委員会 管理番号 22040） 

 

【共同研究機関】 

この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示すとおりです。 

主任研究機関  電気通信大学情報理工学研究科 

 研究責任者   大河原一憲・共通教育部／情報学・教授 

担当業務   統括・データ収集・データ解析 

 

研究機関２  東京都健康長寿医療センター    

研究責任者  清野諭・社会参加と地域保健研究チーム・主任研究員 

担当業務   研究デザイン立案 

 

研究機関３  東京都立大学    

研究責任者  室田信一・人文社会部・准教授 

担当業務   研究デザイン立案、データ解析 

 

研究機関４  昭和女子大学    

研究責任者  黒谷佳代・食健康科学部・講師 

担当業務   研究デザイン立案、データ解析 

 

研究機関５  駒沢女子大学    

研究責任者  小澤多賀子・人間健康学部・准教授 

担当業務   研究デザイン立案、データ解析 
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研究機関６  早稲田大学    

研究責任者  鷲崎弘宜・理工学術院基幹理工学部情報理工学科・准教授 

研究担当者  坂本一憲・グリーンコンピューティングシステム研究機構・客員准

教授 

担当業務   研究デザイン立案、システム開発 

 

研究機関７  大阪経済大学    

研究責任者  江藤幹・人間科学部・准教授 

担当業務   データ解析 

 

研究機関８  九州大学 

研究責任者  鶴ヶ野しのぶ・キャンパスヘルス・健康支援センター・教授 

担当業務   データ解析 

 

 

【研究協力機関】 

研究協力機関１ 調布市 

責任者     八木憲一・福祉健康部高齢者支援室 係長 

担当業務    事業運営、住民対応 

 

研究協力機関２ アフラック生命保険株式会社 

責任者     佐藤圭一・スマートシティ共創部 部長 

担当業務    事業マネジメント 

 

研究協力機関３ 調布市社会福祉協議会 

責任者     高橋順子・地域福祉推進課長 

担当業務    事業運営、住民対応 

 

研究協力機関４ 慶応義塾大学    

研究責任者   勝川史憲・スポーツ医学研究センター・教授 

担当業務    医学的監修 

 

 

【業務委託先】 

なし 

 

【研究期間】 

 2022年 2月 17日～2027年 3月 31日 

本研究は長期にわたる研究を計画しています。記載の研究期間終了後も継続する場

合は、研究期間延長の申請を行う予定です。 

 

 

【対象となる方】 

以下の①～③すべてに当てはまる方のデータが研究の対象となります。 

① 2022年 2月 17日以降に「オンライン健康教室（らくらくデジタル健康づくり）」に

ご参加くださった方のうち、同意書にて事業への参加同意を示された方。 
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② モデル地区（染地 3丁目、深大寺北町 1～7丁目・東町 5～8丁目）にお住まいの 65

歳から 84 歳までの皆様（令和 3年 10月 1日時点。要支援・要介護認定を受けてい

る方を除く。） 

③ 2022年 1月から 2月の間に調布市から発送された「シニアの健康長寿に向けた実態

調査 2022」のアンケート調査にご協力いただいた方 

 

 

【研究目的・意義】 

本研究の目的は調布市内モデル地区の市民がオンライン健康教室（らくらくデジタル

健康づくり）に参加することにより、活動量、栄養状態、認知機能などの健康関連指標

の維持・改善およびデジタル活用、つながり創出に関する効果を検証することです。2022

年 1～２月に実施された「シニアの健康長寿に向けた実態調査 2022」と合わせて解析を

行うことで、生活実態と健康課題の変化を把握し、調布市が実施する健康運動推進事業

が健康予後に及ぼす影響を明らかにする予定です。 

本研究結果は調布市と共有し、健康長寿および健康で安心して住み続けられる地域づ

くり・まちづくりの施策に役立てていきます。 

 

【研究の方法】 

これまでに調布市によって収集されたデータを活用した研究です。特に研究対象者の

皆さんに新たにご負担いただくことはありません。 

 
１）前述の「対象となる方」についてのデータを調布市から受けとります。解析の前に

氏名等は削除し、代わりに研究用の符号で管理されますので、個人情報が研究に使

用されることはありません。本研究に使用するデータは以下の通りです。 

 

① 「シニアの健康長寿に向けた実態調査2022」のアンケート回答 

② 「オンライン健康教室（らくらくデジタル健康づくり）」に参加された際に収集

された以下のデータ 

＜参加者属性＞ 

 年齢・性別・居住地区 

＜身体測定項目＞ 

身長・体組成・身体活動量・野菜摂取状況・脳の健康度・感情に関する評価・

自律神経バランスに関する評価・ヘモグロビン測定値に関する評価・ＢＤＨ

Ｑに関する評価 

＜ICTスキル項目＞ 

参加者がZoom接続を完了した時間・健康教室への参加状況（回数） 

 

２）下記のように分析・評価を実施します。 

 

（測定項目） 

調査票より、フレイル、主観的幸福度、健康状態、生活習慣、身体活動、身体機能、

情報通信機器の利用等を評価します。 

 

（評価方法） 

評価項目の基礎統計量より在住高齢者の生活実態と健康課題を把握します。また、

フレイルの有無および主観的幸福度に特に注目し、その他の評価項目との関連を検

討します。 
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４）様々な方向から分析するため、９つの研究機関でそれぞれにデータを使用します。

その際には氏名等を削除した仮名加工情報または匿名加工情報を用い、電子データ

としてセキュリティーのかかった安全な方法を利用して受け渡しを行います。詳細

は後述の「個人情報の保護」をご参照ください。 

 

なお、研究計画書や研究の方法に関する資料を入手・閲覧して、研究内容を詳しくお

知りになりたい場合は、末尾の連絡先にお問い合わせください。他の研究対象者の個人

情報等の保護や研究の独創性確保に支障がない範囲でご提供させていただきます。 

 

 

【個人情報の保護】 

 この研究に関わって収集される情報等は、外部に漏えいすることのないよう、慎重に

取り扱う必要があります。 

 

この研究に関わる個人情報は、調布市から所定の手続きを経て、主任研究機関である

電気通信大学のみが受領し、取り扱います。共同研究機関をふくめ、第三者に供与する

ことは決してありません。研究終了後はすみやかに調布市へ返還し、電気通信大学内か

らは完全に削除致します。 

 

電気通信大学が調布市から受領した情報等は、解析する前に氏名・住所・生年月日等

の個人情報を削除し、代わりに新しく符号をつけ、どなたのものか分からないようにし

ます（このことを仮名加工といいます）。仮名加工した上で、パスワードロックをかけ

たパソコンに保存し、パソコンは鍵のかかるロッカーで厳重に保管します。ただし、必

要な場合には、電気通信大学大河原研究室においてこの符号を元の氏名等に戻す操作を

行い、結果をお知らせすることもできます。 

 

 この研究のためにご自分（あるいはご家族）のデータ等を使用してほしくない場合は

下記の問い合わせ先に 2023 年 12 月 31 日までにご連絡ください。研究に参加いただけ

ない場合でも、将来にわたって不利益が生じることはありません。ご連絡をいただかな

かった場合、ご了承いただいたものとさせていただきます。 

 

研究の成果は、氏名等の個人情報が明らかにならないようにした上で、学会発表や学

術雑誌、調布市の広報誌、調布スマートシティ協議会ウェブサイト等で公表します。 

 

収集したデータ等(個人情報を除く)は厳重な管理のもと、電気通信大学の規程に基づ

き、プロジェクト終了後10年間保存されます。保管期間終了後には、紙で保存されてい

るデータはシュレッダー処理、個人情報を含む電子データは調布市に移管します。研究

データを統計データとしてまとめたものについてはお問い合わせがあれば開示いたし

ますので下記までご連絡ください。 

 

 本研究の結果として知的財産権等が生じる可能性がありますが、その権利は国、研究

機関、民間企業を含む共同研究機関及び研究従事者等に属し、研究対象者はこの特許権

等を持ちません。また、その知的財産権等に基づき経済的利益が生じる可能性がありま

すが、これについての権利も持ちません。 
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この研究は、電気通信大学長の許可を受けて実施するものです。 

 

この研究に関する費用は、東京都「子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業」を原

資とした調布市からの受託事業「つながり創出による高齢者の健康増進プロジェクト～

CDC（調布・デジタル・長寿）運動」から支出されています。 

尚、対象となる方への謝金はございません。 

  

この研究について、わからないことや聞きたいこと、何か心配なことがありましたら、

お気軽に下記の連絡先までお問い合わせください。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

電気通信大学 情報理工学研究科 

情報学専攻  

(共通教育部 健康・スポーツ科学部会)  

教授 大河原一憲 (おおかわら かずのり) 

〒182-8585東京都調布市調布ヶ丘 1-5-1 

電話：080-9524-5035（平日 9:00-17:00） 

Fax：042-443-5590 

E-mail：ohkawara_kazunori@e-one.uec.ac.jp 

 

調布市 福祉健康部 高齢者支援室 高齢福祉担当 

〒182-0026 東京都調布市小島町 2-35-1 

電話：042-481-7150（平日 9:00-17:00） 
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